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2) 拙稿「イギリス中世炭鉱D スの諸特徴」ー イギUス石炭鉱業と資本主義(2)-ー j ~，経許論議ヨ
第145巷1・2号， 1990年参照。以下特に断わりのないかぎり，本稿は以上三荷での論述を踏まえ
たものである。





















































¥の1炭鉱の検討に際しては筆者は17.5cwt，0.875トンとした。 }ohnGoodchi1d， The Coal Ki問gs
01 Yorkshire， 1978， p.7; J. U. Nef， The Rise of the British Coal Industry， vol. 1， p.137. 
fn. 6， voL 2， Appendix C. p. 376;前掲拙稿「イギロス中世炭鉱リ スの諸特徴一一イギリス
右炭拡業と資本主義 (2トー」曇民

















































































4) ~の点にコいてはさしあた b 田中量治『絶対王政期り産業構造Jl 1968年. 176-187へ ジを参
照。テンフー ル ニュー ザム吋近の事例としては. 1736年ホリングハー スト Hollinghurstにおい
て鉱区用益と地表用益が封立し農地地代田減額によってそれが解決されていた事実がある。 Cf.
Goodchild，噌.Ctt.， P目 38

















































































5) 阿知羅隆雄 i19世紀前半期イギリス円フプー ニスにおける土地寡頭制と鉄鉱山業JI経済論叢』
第136，巻第2号1985年， 99-101ベ ジ， ほかに昔村朔夫『イギりス炭鉱労働史の研究11974年，
第三章第一節 i.J、親方制度の分解過程1.参照。

























































7) ibid.， p.3 




























第86巻第2号， (二〉同第86，警第3号， (三〉同第86巻第6号， (四)同第87者第4号，堀江英一
編前調書前掲章参問ω
46 (338) 第 145巻第3号
産者にたいする領主的支配権は，資本主義的生産の発展と土地所有のそれへの
順応を前提とする限札過程の促進的暴力的横粁として作用しうる。しかし，
土地所有が小生産の支配に基づく自己の実現に固執する限りは，それは，資本
主義的生産のまえに立ちはだかる強固な上部構造として，なお作用し続けるこ
ととなる。それは，直接生産者を自己のもとへの人格的従属において維持し続
ける。それにたいし資本は，土地の用益が事実的に可能であったとしても，経
営において，土地とともに事実上かかる直接生産者をも土地所有から委譲され
た資格においてのみ労働者を充用できるにすぎない。したがってp そこでは小
農地代的高率地代がこの委譲の対価としての外皮をまとって資本に押しつけら
れ，また賃労働の充用は極めて狭い範囲のものとなるのであるの
18世記初頭から準備されつつあった諸要因を結合し，ヨークシア石炭鉱業が
近代右炭鉱業としての本格的姿態を整えるに至るまでには，この旧土地所有の
改造が前提きれなければならなかった。そして，それは行われた。 1740年代に
は，地主たちもまた， I可航水路によって拓かれた可能性を完全に理解」しつ
つあったのである。
では，この改造の内容はいかなるものであったのか。土地所有権に包摂され
た領主的支配権はどのように変革されたのか。資本は，いかなる坑夫をいかな
る賃労働として包摂し運動していたのか。総じて，ヨークシアにおいて，近代
石炭鉱業の成長は，その内部にいかなる炭鉱主(資本)ー坑夫(賃労働)一地
主(土地所有)の関係を生み出したのか。この問題へ接近するためには，われ
われは，なお新たな事実在検討しなければならない。
